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Abstract
The altarpiece Domenico Ghirlandaio’ s workshop created for the high altar of Santa 
Maria Novella, Florence, at the end of 15th century was a freestanding structure 
with both sides painted. In the 1560’ s the church interior underwent a radical modi-
fication under the direction of Giorgio Vasari, who had been appointed by the Duke 
Cosimo I de’ Medici. The renovation altered the original space around the high al-
tar, and the altarpiece assumed new functions. This essay focuses on Vasari’ s adop-
tion of the double-sided structure in various churches, including his attempt to rein-
terpret the Santa Maria Novella altarpiece as a spatial division between friars and lay 
worshippers.
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（フィレンツェ），サンティッシマ・アヌンツィアータ聖堂
（フィレンツェ），フィリッピーノ・リッピ，ピエトロ・ペル
ジーノ，サンタ・マリア・ピエーヴェ聖堂（アレッツォ），サ
ンタ・クローチェ聖堂（ボスコマレンゴ）
序論
制作当初とは異なる環境での美術作品の再利用は，美術史学における主要
な研究テーマの一つである。ルネサンスにおいて重要な役割を果たした古代
の遺品は言うまでもなく，キリスト教聖堂のために制作された作品が後世の
宗教観・美的意識に基づき改変・再利用されることもままあった1）。本稿が
対象とする対抗宗教改革期前後のフィレンツェでは，聖堂全体を統一的空間
として捉える新しい美的意識が，一般信徒の典礼への参加を促す動きと結び
ついた結果，中世に起源を持つ多くの聖堂が改修された。改修後の聖堂には
新規の美術作品が制作されたほか，既存の作品も多数再利用される。新たな
環境のなかに設置された作品は必然的に改修前とは異なる視線に晒され，場
合によっては新しい機能を付与されることになった。
対抗宗教改革期のフィレンツェ周辺の聖堂改修が美術史研究者の注目を集
めるようになったのは比較的最近のことで，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖
堂とサンタ・クローチェ聖堂に関して，1970年代にマーシャ・ホールが発表
した一連の研究が一つの契機となっている2）。両聖堂はドメニコ会およびフ
ランチェスコ会という 2大托鉢修道会に属する聖堂であり，フィレンツェで
は大聖堂に次ぐ重要な位置を占めていたが，フィレンツェ公コジモ 1世の命
を受けたジョルジョ・ヴァザーリの主導によって16世紀後半に大規模な内部
の改修が行われた。ホールの研究は，ヴァザーリの改修を詳細に跡付けると
同時に，改修以前の両聖堂の様子を再構成した。その後現在に至るまで，エ
ナ・ジュレスクやミケーレ・バッチ，ドナル・クーパーなどによって，中世
からルネサンス期にかけての聖堂空間について大幅な研究の進捗がなされる
と同時に，対抗宗教改革期の聖堂改修についても主として建築史の分野での
着実な研究の積み重ねが行われている3）。
一方で，聖堂改修の過程で既存の美術作品がどのような形で再利用された
かという点に関する研究は未だに乏しい。本稿ではこの観点から，ドメニコ
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・ギルランダイオやバッチョ・ダーニョロによって15世紀末に制作されたサ
ンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の主祭壇画を中心とした分析を行う。16世紀
後半の同聖堂の改修は，並行して進められたサンタ・クローチェ聖堂の改修
と多くの共通点を持つが，主祭壇周辺の整備においては異なる方針が採用さ
れた。サンタ・クローチェ聖堂ではウゴリーノ・ディ・ネリオの手になる祭
壇画が撤去され新たな装飾が施される一方で，サンタ・マリア・ノヴェッラ
聖堂では既存の祭壇画が利用され続けたのである。ホールの研究において
は，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂で主祭壇画が利用され続けた理由を，
単純に作品が制作されて間もないものであったからとしている4）。しかし
ながら，聖堂の改修を通じて主祭壇を取り巻く空間は大幅に変化しており，
改修後の聖堂空間において祭壇画が新たに担うようになった機能・役割は詳
細に検討するに値するだろう。特に，同作品はフィレンツェでは比較的作例
の少ない両面祭壇画であり，類似の作例との比較は不可欠である。以下に続
く議論では，15世紀末の祭壇画制作時点での主祭壇周辺の空間構成を確認し
たうえで，サンタ・マリア・ノ
ヴェッラ祭壇画に影響を受けて
制作された作品や，ヴァザーリ
が関与した他の事例と比較する
ことで，16世紀後半の聖堂改修
後の主祭壇周辺空間のなかに作
品が再設定された文脈を明らか
にする。
1 . 15世紀末の主礼拝堂装飾
15世紀の末，フィレンツェの
有力者の一人であるジョヴァン
ニ・トルナブオーニの出資によ
って，サンタ・マリア・ノヴェ
ッラ聖堂主礼拝堂の装飾の刷新
が行われた（図 1）5）。ドメニ
コ会修道院付属の同聖堂はフィ
レンツェにおいて最も重要な教
図 1 　 現在のサンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂
（フィレンツェ）主礼拝堂
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会の一つであり，創建以降多くの家系が装飾や埋葬の権利を獲得しようと競
いあった。主祭壇や主礼拝堂はなかでも特別な位置を占めており，聖堂創建
以降トルナクインチ家，サセッティ家，リッチ家などが各々の権利を主張し
ていた。15世紀末の改装以前の装飾としては，トルナクインチ家がオルカー
ニャによる壁画制作を，サセッティ家がウゴリーノ・ディ・ネリオの手にな
る多翼祭壇画を提供したことが知られている。トルナブオーニ家はトルナク
インチ家の分家とも呼べる存在であり，トルナクインチ家がかつて行った装
飾を更新するという名目で，1485年にドメニコ・ギルランダイオに壁画制作
を依頼する6）。その間，ジョヴァンニ・トルナブオーニは修道院との交渉を
進め，1486年には礼拝堂に関する全面的な権利を獲得した7）。1490年に制作
されたトルナブオーニの遺言状からもわかるように，彼は礼拝堂の装飾に必
要なあらゆるものを提供しようとしていた8）。遺言状には，壁画と祭壇画の
他にも，礼拝堂の奥壁の三連窓のためのステンドグラスや，壁面下部の木工
装飾，自身と一族のための大理石製の墓などについての言及が見られる。実
際の制作においては，祭壇画の構造体や礼拝堂の木工装飾は木工師のバッチ
ョ・ダーニョロに，祭壇画の絵画装飾は壁画と同じドメニコ・ギルランダイ
オに，ステンドグラスはアレッサンドロ・アゴランティに委ねられた。壁画
とステンドグラスは，修復を加えられているとはいえ現在もほぼ当時のまま
の形で礼拝堂に残されている。木工装飾は，後述するように16世紀後半の聖
堂改変でかなりの改変を加えられたが，大部分が現在の内陣席の一部として
再利用されている。祭壇画は1494年のギルランダイオの死の直後に工房によ
って完成されたが，19世紀の初頭に解体・売却され，現在ではミュンヘンや
ベルリンなど各地のコレクションに分蔵されている。大理石製の墓について
の詳細は不明だが，制作されたとしても，16世紀の聖堂改修の際には失われ
たと考えられる。
バッチョ・ダーニョロとギルランダイオ工房によって制作された祭壇画
は，礼拝堂のほぼ中央に自立するもので，裏表に装飾を持つ両面祭壇画であ
った。表面中央には《聖母子と 4聖人》が，裏面中央には《キリストの復
活》が描かれ，その両脇に 1枚ずつ単独の聖人像を描いた縦長のパネルが配
置された（図 2－ 3）。加えて，祭壇画の構造体は一定の厚みを持つもの
で，厚みに相当する側面部分にも 1枚ずつ聖人像を描いたパネルを備えてい
た9）。つまり，後の時代にしばしば「マッキナ・ダルターレ」（macchina 
―　　―181
サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂（フィレンツェ）主祭壇周辺空間の再設定
図 2 　 ドメニコ・ギルランダイオ，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂祭
壇画正面〔左から：《聖ラウレンテイゥス》，ミュンヘン，アルテ
・ピナコテーク／《聖母子と 4 聖人》，同／《聖ステパノ》，ブタ
ペスト，　西洋美術館（Szépmüvészeti Múzeum）〕
図 3 　 ドメニコ・ギルランダイオ《キリスト
の復活》，ベルリン，絵画館
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d＇altare，直訳すれば「祭壇装置」とい
うほどの意味）と呼ばれる種類のもの
で，厚みのある直方体の 4面が装飾され
ていた（図 4－ 5）。フィレンツェにも
ジョットの工房作とされるサンタ・レパ
ラータ祭壇画などわずかながら両面祭壇
画の作例は存在していたが10），「古代風」
（all＇antica）とも呼ばれた方形の画面に
よって構成された大規模な直方体として
の作品に前例はなく，ルネサンス的形式
を持つ初めての両面祭壇画となった。本
稿後半で見るように，サンタ・マリア・
図 4 　 解体以前のサンタ・マリア・ノ
ヴェッラ祭壇画の様子－正面か
ら（De Corbinelli, Histoire géné­
alogique de la Mason de Gon­
di , vol. 1, Paris, Jean­Baptiste 
Coignard, 1705より．実際の光景
とは左右反転）
図 5 　 同―右側面から（De Corbinelli 前掲
書．実際の光景とは左右反転）
図 6 　 ヴァザーリによる改修以前の
サンタ・マリア・ノヴェッラ聖
堂（フィレンツェ）再構成平面
図（HALL 1979, p. 197, fig. 1）.
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ノヴェッラ祭壇画で創始されたこの形式は，フィレンツェ文化圏における主
祭壇装飾のための一つの定型として受け入れられることになる。
2 ．主祭壇周辺の空間
15世紀末に祭壇画が制作された当時のサンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の
内部の様子は，現在とは異なる様相を見せていた（図 6）。特に大きな違い
はルードスクリーンの存在と，修道士たちのための内陣席の位置である。中
世後期に起源を持つ多くの修道院付属聖堂と同様に，サンタ・マリア・ノヴ
ェッラ聖堂でもルードスクリーンが交差部手前で身廊を横切り，翼廊や内陣
を手前の身廊部分と二分していた。修道士たちが聖務日課に際して利用する
内陣席は，ルードスクリーンの奥，身廊最奥部から聖堂交差部にかけての空
間を占めていた。ルードスクリーンの奥にも一般信徒が権利を有する家族礼
拝堂が存在していたため，ある程度の往来は可能だったとも考えられる
が11），修道士たちの活動は原則的にルードスクリーンの奥で会衆から隔てら
れた状態で行われた。彼らの用いる主祭壇は，内陣席の奥，主礼拝堂（cap-
pella maggiore）と呼ばれる三方を壁面に囲まれた空間に設置されていた。ま
た，主祭壇の位置そのものも，主礼拝堂の入口付近に設置された現在とは異
なり，より後方の主礼拝堂の中ほどに設定されていた。主礼拝堂は，主祭壇
の手前に配置された内陣席と直結し，聖堂中央から最深部に向かっての中心
軸上の空間を規定していた。トルナブオーニによる一連の装飾は，この主礼
拝堂を対象としたものである。
祭壇画が 4面に装飾を備えたものであることは，研究者の間で様々な推論
を生んだ。特に多様な主張が見られるのが，祭壇画の背面が向けられた礼拝
堂最奥部の空間についてである。これまで複数の研究者が，祭壇画制作と同
時期に祭壇奥に新たな木製の内陣席が設けられたと主張した。主祭壇後方に
内陣席を配置する事例は15世紀には既に散見されるようになった。サンタ・
マリア・ノヴェッラ聖堂主礼拝堂の装飾には，木工師バッチョ・ダーニョロ
が関与し，トルナブオーニの遺言状で礼拝堂内部の木製装飾が指示されてい
た。また同時代人のルーカ・ランドゥッチが礼拝堂装飾を記述した一節に
も，ギルランダイオによる壁画に加えて「〔ジョヴァンニ・トルナブオーニ
が〕礼拝堂の周りに木製のコーロ（coro）を作らせた」12）とある（1490年12
月22日）。「コーロ」は通例「内陣席」に相当する語である。おそらくはこの
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ような背景から，ジュリアン・ガードナーは，トルナブオーニによる主礼拝
堂の装飾に際して，旧来の内陣席が撤去され祭壇の後方に内陣席全体が移さ
れたと考えたのだろう13）。つまり，主祭壇後方に配置された現在の内陣席
の配置を，15世紀末まで遡るものとしたのである。しかし，サンタ・マリア
・ノヴェッラ聖堂に関しては16世紀後半のヴァザーリの改修に際して身廊の
内陣席を撤去するということが頻繁に話題になっていることからも14）, 15世
紀末の時点で旧来の内陣席が全廃されたとするのは明らかな誤解である。他
方で，ジェイムズ・ブラウンやマーシャ・ホールらは，トルナブオーニによ
る装飾では従来からの内陣席に加えて，礼拝堂内部にも副次的な内陣席が設
置されたとした15）。現在の内陣席は，主礼拝堂の両側面と奥の壁際に座席を
並べ，さらにその内側に座席を配置する二重のものとなっている（図 7）。
ブラウンやホールは，壁面沿いの外周の座席がバッチョ・ダーニョロによっ
て15世紀末に制作されたものだと考え，16世紀のヴァザーリの改修の際に，
身廊部の内陣席が撤去されると共に，主礼拝堂内の内周の座席が追加された
とした。
図 7 　 現在のサンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂（フィレンツェ）主礼拝堂の 
内陣席の様子
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これらの意見に対して，近年ではシーラ・ロスやヨーゼフ・シュミットの
ように，15世紀末にバッチョ・ダーニョロが行った装飾には，内陣席の新設
は含まれなかったとする研究者も多い16）。ジョヴァンニ・トルナブオーニの
遺言状や，主礼拝堂装飾に関するバッチョ・ダーニョロへの支払いなどの記
録には「スタッリ」（stalli）と呼ばれるような固定的な座席への言及はな
く，作業の中心が「スパッリエーラ」（spalliera）と呼ばれる壁面下部を覆う
板張り（背板）の制作・設置であったことがわかる17）。実際，現在の祭壇後
背部の内陣席を様式的観点から観察すれば，壁面に取り付けられた外周座席
の背板部分に施された木工象嵌は，様式的にもまぎれもなく15世紀末のもの
である。その一方で，外周と内周の座席そのものに様式的な違いは存在せ
ず，肘掛部分の木彫などから，二重になった座席はすべてヴァザーリの時代
のものと容易に判断できる18）。16世紀後半の改修時の文献史料にも，ヴァザ
ーリの改修に際して聖堂管理局が記したメモに「修道士たちのための二重の
内陣席（coro）を作り，設置するが，背板（spalliere）はそのままに�」と
いう記述が見られるほか19），ヴァザーリ自身が執筆した『芸術家列伝』で
も，バッチョは内陣の「背板」を制作したというだけで，固定的な座席への
言及はない20）。
ヴァザーリの『列伝』からは，もう一つの論拠を加えることができる。
図 8 　 ドメニコ・ギルランダイオ《聖母の誕生》，フィレンツェ，サンタ・マ
リア・ノヴェッラ聖堂
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『列伝』の第 2版（ジュンティ版，1568年）では，「サンタ・マリア・ノヴ
ェッラ聖堂主祭壇の祭壇画の後ろ側，つまり今日内陣席に向かう側」という
表現が見られる。サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の改修は，列伝 2版が出
版されるわずか 3年前，1565年に開始された。部分的にはまだ継続していた
聖堂改修を，ヴァザーリは『列伝』 2版に含まれた自伝のなかで誇らしげに
記述してもいる21）。そして主祭壇の両面祭壇画の背面を記述するにあたって
も，移動したばかりの内陣席を念頭において，さっそく「今日内陣席に向か
う側」として説明したわけである。
以上を勘案すると，バッチョ・ダーニョロが行った装飾には，主礼拝堂内
の固定的な座席は含まれていなかったとするのが妥当であろう。ギルランダ
イオが同じ礼拝堂に壁画で制作した《聖母の誕生》（図 8）に描かれた室内
空間の壁面下部を覆う木工装飾を見ると，バッチョが実際に制作した背板と
良く似たデザインを採用していることがわかる。もちろん，一方は住居の室
内描写，他方は実際の聖堂と環境は異なるが，バッチョが制作した礼拝堂内
部の木工装飾も，当初これと似た形をしていたのかもしれない。バッチョ・
ダーニョロは礼拝堂内部の木製装飾と同時に，身廊部分の既存の内陣席のた
めの座席の補修を行ってもいた22）。同時代にルーカ・ランドゥッチが残した
「礼拝堂の周りに木製のコーロ（coro）を作らせた」という記述は，主礼拝
堂の木工装飾を行わせたという程度の意味か，あるいは主礼拝堂に正対する
ように配置されていた身廊部の既存の内陣席も含めて，「礼拝堂の周り」と
表現したのかもしれない。
サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂に両面祭壇画という形式が選択された理
由については，未だに明確な説明は成されていない。もちろん，ロスが指摘
するように，典礼の必要に応じて祭壇の周囲にベンチのような簡易な座席が
設置された可能性は考慮する必要があるだろう23）。実際，バッチョ・ダー
ニョロへの支払い文書からは，用途は明らかにされていないが，ベンチ
（panche）が制作されたことがわかる24）。18世紀のドメニコ会士であり年代
記編纂者でもあったヴィンチェンツォ・ボルギジャーニの記述にも，そのよ
うなベンチが16世紀後半の改修の際に主礼拝堂から撤去されたとも読める一
節がある25）。バッチョによる背板が制作された壁面下部は，フレスコ画で大
理石板の装飾を模倣するなど，安価な方法で済まされることも多い部分であ
る26）。この部分にあえて高価な木工装飾を施したことは，背板としての実
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際の使用を想定していたとも考えられる。参考例として挙げた《聖母の誕
生》（図 8）の室内の光景では，壁面下部に設えられた背板は，ベッドに横
たわる聖アンナの背もたれとして利用されている。
図像学的な観点からは，祭壇画の背面に描かれた《キリストの復活》（図
3）が，礼拝堂奥壁の下部に描かれた注文主夫妻の肖像と関連付けて解釈さ
れることが多い27）。一連の装飾がトルナブオーニによって実行に移された結
果，主礼拝堂内の種々の装飾品の間に有機的な関係が設定されると同時に，
修道士たちの典礼の場である主礼拝堂において，個人礼拝堂的な性質が顕著
になったことは確かである。キリストの復活という主題は当然ながら死後の
救済と結びつくものであり，その画面と相対する形で自身と夫人の肖像を描
かせたのが，注文主の意図を反映したものであったことは否定できない28）。
この観点を敷衍して，シュミットは祭壇画の裏面にも祭壇が設置され，主祭
壇奥の空間が墓所として使われた可能性を指摘している29）。この場合，主礼
拝堂といういわば聖堂の公の場にあって，祭壇画の裏面に極めて性格のこと
なる家族礼拝堂的な私的空間を作り出したということになる。本稿の後半で
取り上げるように，両面祭壇画の後背部にも祭壇を設けるという設定はヴァ
ザーリが改修したアレッツォのピエー
ヴェ聖堂でも採用されているが，この
場合はルードスクリーンの撤去や内陣
席の主祭壇後方への移動などの一連の
聖堂空間全体の改変の一環として行わ
れたものであり，シュミットの主張に
関しては，同時代の類例と比較するな
ど今後さらなる検討が必要であろう。
3 ．サンティッシマ・アヌンツィア
ータ聖堂主祭壇画
サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂に
制作された両面祭壇画は，完成後まも
なく重要な類例を生んだ。同じフィレ
ンツェのサンティッシマ・アヌンツィ
アータ聖堂に制作された主祭壇画であ
図 9 　 アヌンツィアータ祭壇画再構成
図（FASTENRATH VINATTIERI­
SCHAEFER 2011, p. 38, ill. III）
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る30）。この祭壇画もまた現在は解体・分蔵されているが，サンタ・マリア・
ノヴェッラ聖堂のものに近い形状を持っていたと考えられる。実際に，1500
年に構造体の制作を請け負ったのは，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂のと
きと同じ木工師バッチョ・ダーニョロであった。絵画部分については，1503
年にフィリッピーノ・リッピと契約が結ばれているが，1505年の画家の死後
ペルジーノが制作を引き継ぎ，1507年に完成した。正面中央に《十字架降
下》が，背面中央に《聖母被昇天》が制作されたほか，計 6枚の単独の聖人
像が制作され，正面・背面の両脇に 1枚ずつと，短辺となる側面に 1枚ずつ
設置された。また祭壇画のさらに上には，ジュリアーノ・ダ・サンガッロに
よる既存の磔刑像が取り付けられたと考えられている（図 9）。
サンティッシマ・アヌンツィアータ聖堂に制作された両面祭壇画は，形状
としてはサンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂のものを踏襲したが，聖堂内部に
おいては異なる機能が与えられた。通常の修道院付属聖堂とは異なり，アヌ
図10　 G・サルヴィ，サンティッ
シマ・アヌンツィアータ聖
堂（フィレンツェ）平面図，
1690－1702年， フ ィ レ ン
ツェ国立古文書館（conv.
soppr. 119, b 1273, fol. 24）
図11　 クリストファノ・アッローリ，《福者
マネット・デッランテッラの奇跡》，
1602年，フィレンツェ，サンティッシ
マ・アヌンツィアータ聖堂
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ンツィアータ聖堂には主祭壇を設置する場所という意味での主礼拝堂は存在
しなかった。その代わり，同聖堂には通常のラテン十字型の聖堂本体のさら
に奥に，「トリブーナ」と現在一般的に呼ばれる巨大な円形建造物が接続さ
れていた（図10）。1444年から1476年の間に，マントヴァのゴンザーガ家の
出資により，既存の聖堂を改修しつつトリブーナが増築された結果であ
る31）。増築工事に際しては，ルードスクリーンと身廊部分の内陣席の撤去
も行われ，新たな内陣席がトリブーナ内部に設定された。この時の内陣席は
現存しないが，現状と同じように，トリブーナの平面を一回り小さくしたよ
うな円形に近い形のものであったと考えられている。主祭壇はトリブーナと
既存の身廊の中間に置かれた。16世紀の初頭になって制作された両面祭壇画
は，聖堂手前の身廊側と，奥の内陣席側からとの，二つの視点を満足させる
ことができるものとして制作されたのである32）。
アヌンツィアータ聖堂の祭壇画は，その後，興味深い展開を見せる33）。
1546年に，修道士たちの発案で，主祭壇上に聖体の保管場所を移すことにな
った。そのために，主祭壇画の両面から中央パネルを取り外し，そこにでき
図12　現在のサンティッシマ・アヌンツィアータ聖堂（フィレンツェ）主祭壇周辺
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た空間に木製の聖体容器が設置される。さらに，遅くともこの頃までに，主
祭壇の両脇に扉が設置され，奥の聖職者席への通路とされた。クリストファ
ノ・アッローリが実際のアヌンツィアータ聖堂を参考に描いたとされる絵画
作品（1602年）にも，そのような扉が描写されている（図11）34）。アッロー
リの作品では，画面の左端に祭壇画の右端が描かれ，その右隣に扉上部の建
築構造を見ることができる。1566年には，聖堂内部からの視認性を増すため
に，主祭壇の床面を高くすると同時に，理由は明確とされていないが，聖体
容器設置台を180度回転して設置し直すという作業も行われた。最終的に
は，1655年に新たに制作された銀製の聖体容器を中心とした新たな装飾が行
われ，16世紀初頭に遡る装飾は主祭壇周辺から姿を消した。現在の主祭壇周
辺の装飾は17世紀以降に実現されたものだが（図12），主祭壇脇から内陣席
に続く扉の配置などは，それ以前からの構成を踏襲したものであろう。
4 . 16世紀半ばの聖堂改修
サンティッシマ・アヌンツィアータ聖堂の両面祭壇画が劇的な改変を被る
一方で，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の祭壇画は19世紀初頭の解体に至
るまで制作当初の形状を長く保つことになった。ただし，祭壇画を取り巻く
環境は，1565年から始まる聖堂改修において大きく変化することになる35）。
聖堂改修において，ルードスクリーンが撤去され，身廊に置かれていた内陣
席が主祭壇の後方に移された。既に議論したように，主礼拝堂の壁面にそっ
てコの字型に二重にしつらえられた木製の座席は，この際に制作されたもの
である。かつて内陣席が占めていた主祭壇手前の空間には，会衆のためのベ
ンチが置かれた。既存の主祭壇画は利用され続けたが，祭壇とともに前方に
6ブラッチャ（約3. 5メートル）程度移動させられ36），内陣全体の床面も高
さを増した。さらに，身廊部に設置されていた装飾品の大部分が撤去され，
共通したフォーマットに基づく新たな祭壇画が制作された。現在のサンタ・
マリア・ノヴェッラ聖堂の内観は，最終的にはネオ・ゴシック的発想に基づ
く19世紀の再度の改修の結果であるが，聖堂空間内の諸構成要素の大まかな
配置は，16世紀後半の改修を引き継いでいる。
16世紀半ばから後半にかけて多数行われることになる同種の聖堂改修は，
ルードスクリーンや内陣席によって分断されていた聖堂空間を一体化するこ
とを目的としていた。その動機は，一般信徒の典礼への参加を促すという宗
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教的観点から説明されることが多い。一方で，聖堂の改修に同時代の美的判
断が介在していたことも忘れるべきではない37）。ルードスクリーンが撤去さ
れ，内陣席が移動された聖堂は，ヴァザーリのような建築家だけでなく，
「美しいもの」として広く称揚されるようになった。同時代の聖職者アゴス
ティーノ・ラピーニは，改修の進んだサンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂を評
して，次のように年代記に書き残している。
1566年 4 月23日，前述の聖堂の古い内陣席の撤去が終わった。これは長年，こ
の場所にあったもので，〔サンタ・マリア・ノヴェッラ〕聖堂の美しさを台無し
にしていたものである。この聖堂が内陣席によって台無しになっていただけでな
く，他の全ての（実に多くが中心に内陣席を持っていた）聖堂でも，内陣席は撤
去され，再び美しい姿で生まれ変わったかのようであった。38）
16世紀後半に行われた種々の聖堂改修の具体的内容は，カトリック教会の
公的な統一見解によって定められたわけではない。対抗宗教改革の大綱を定
めたトリエント公会議の内容を受け，1577年に出版されたカルロ・ボロメオ
の『聖堂の建造と装飾の指針』においても，ルードスクリーンに関する言及
はなく，内陣席の位置に関しても主祭壇の近くというだけでその前後の特定
はされていない39）。実際，多くの聖堂の改修が1563年の公会議閉会以前から
開始されていた。例えばヴァザーリ自身も，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖
堂やサンタ・クローチェ聖堂の改修に先立つ1560年から1564年にかけて，自
身の出身地であるアレッツォのサンタ・マリア・ピエーヴェ聖堂を改修し，
内陣席を主祭壇後方に移す作業を行っている40）。16世紀の半ば以降に起こっ
たブームとさえ呼べる一連の聖堂改修事業は，聖堂空間に関する美的意識の
変化が根底にあったのである。
サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の祭壇画は聖堂改修後も利用され続けた
が，そこに向けられる視線の実態は大きく変化した。主祭壇の位置を手前に
移動し床面を高め，さらには身廊から内陣席とルードスクリーンを撤去した
のは，第一義的には主祭壇における典礼の聖堂全体からの視認性を増すため
であったが，祭壇画に対しても同じ効果をもたらした。主祭壇の前方を遮る
ものはなく，祭壇画正面はかつてのように内陣席という限られた空間にでは
なく，聖堂全体に対して向けられるようになったのである。一方で，主礼拝
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堂は修道士たちのための
内陣席を収容する空間に
変容した。典礼に際し
て，修道士たちは両面祭
壇画の背面を，至近距離
から目にすることになっ
た。礼拝堂の入口付近に
まで移動させられた巨大
な両面祭壇画は，三方を
壁面に囲まれた主礼拝堂
という空間の唯一の開い
た一辺にあって，内陣席
の境界を視覚的に示すも
のとなっただろう。
修道士の活動と会衆の
分離は，中世以降の修道
院付属聖堂において重要
な問題の一つであり続けた。中世の聖堂においては，ルードスクリーンが修
道士と会衆との接触を限定する機能を果たしていた。例えば，ジョットの描
いた《グレッチョでのプレゼピオ》（図13）に見られるように，特別な祝祭
の機会であっても，女性信徒はルードスクリーン以降への立ち入りを制限さ
れていた。ジョットの絵画作品にあらわされたような状況を普遍的なものと
して想定することが妥当であるか判断するには未だに議論が熟していない
が，ルードスクリーンがある程度の隔壁として機能していたことは間違いな
い41）。
対抗宗教改革期の聖堂改修では多くの修道院付属聖堂からルードスクリー
ンが撤去されたが，その一方で修道士たちの「プライバシー」の問題がなく
なったわけではない。例えば，ルードスクリーンの撤去を含む15世紀のサン
ティッシマ・アヌンツィアータ聖堂の改修においては，修道士たちが修道院
部分から聖堂内の内陣席まで，会衆の目に触れずに移動する方法が問題とな
った42）。既に述べたように，アヌンツィアータ聖堂では後に主祭壇の両側に
背後の内陣席へと続く扉が設置されることになったが，これもまた，修道士
図13　 ジョット、《グレッチョでのプレゼピオ》、アッ
シジ、サン・フランチェスコ聖堂
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たちのための独占的空間
を確保するための手段と
考えられる。内陣席への
扉は通路としての役割を
果たすものであると同時
に，逆にそれが閉ざされ
ている限りは聖職者を会
衆から隔離する存在とも
なったのである。同様の
扉はジョヴァン・アンジ
ェロ・ダ・モントルソリ
が1558年に開始したボロ
ーニャのサンタ・マリア
・デイ・セルヴィ聖堂（ア
ヌンツィアータ聖堂と同
じ修道会に属する）主祭
壇の装飾においても踏襲
された（図14）43）。ま
た，ヴァザーリが行った
フィレンツェのサンタ・
クローチェ聖堂改修にお
いては，聖体容器を中央に置き，背後の内陣席を両脇の扉で隔てるというア
ヌンツィアータ聖堂と同様のプランが採用された（図15）44）。サンタ・マリ
ア・ノヴェッラ聖堂においては，同様の扉口が主祭壇と内陣席の間に設けら
れたという記録はないが，必要に応じて祭壇画と礼拝堂入口の両脇の柱の間
を幕などで隔てることは難しくなかっただろう。同聖堂の改修においては
「修道士たちが見られることのないように」という配慮から，修道院部分か
ら直接内陣席に移動できるように，翼廊の諸礼拝堂の後ろに通廊が設けるこ
とにもなった45）。内陣席に移動した後は，聖職者たちは巨大な両面祭壇画に
よって会衆から隔てられ，祭壇画の異なる面を目にすることになったのであ
る。
図14　 現在のサンタ・マリア・デイ・セルヴィ聖堂
　　　（ボローニャ）主祭壇周辺
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5 ．ヴァザーリの意図
サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂における両面祭壇画において，主祭壇の
後背部を空間的に区分するという実際的な機能は，ルードスクリーンの撤
去，内陣席の移動などの16世紀後半の聖堂改修の結果として事後的に付与さ
れたものであり，このような形での再設定を意図したのが聖堂改修を実施し
たヴァザーリであったことに疑いはない。彼が携わった諸聖堂の改修におけ
る主祭壇周辺の整備は興味深い事例を多数提供するが46），ここではサンタ・
マリア・ノヴェッラ聖堂改修と前後して彼が制作した 2点の両面祭壇画につ
いて検討することで，ヴァザーリの意図をより明確にしたい。一つはアレッ
ツォのピエーヴェ聖堂の，もう一つはボスコマレンゴのサンタ・クローチェ
聖堂の祭壇画である。
既に言及したように，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の改修に先立っ
て，ヴァザーリは1560年から出身地アレッツォのサンタ・マリア・ピエー
ヴェ聖堂の改修を行った。同聖堂でもまたルードスクリーンが撤去され，聖
図15　 ジョヴァンニ・ペッツィーニ《サンタ・クローチェ聖堂（フィレンツェ）
内部》（部分），1861年，フィレンツェ，ピッティ宮殿近代美術館
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堂中央を占めていた内陣席が主
祭壇後方に移設された。聖堂の
主祭壇にはピエトロ・ロレンツ
ェッティの多翼祭壇画（単面）
が設置されていたが，改修にあ
たって移転され，新たにヴァザ
ーリ自身がポッピやストラダー
ノらの助手とともに制作した両
面祭壇画が1563年に設置された
（図16．現在は，アレッツォの
バディア聖堂主祭壇に移設）。
この祭壇画について，ヴァザー
リは『芸術家列伝』の1568年版
に収められた自伝などで詳しく
解説している47）。正面，背面に
加え，側面にも装飾を備えた基
本的な構造は，サンタ・マリア
・ノヴェッラ祭壇画や制作当初
のアヌンツィアータ祭壇画のものを踏襲している。正面の主パネルとなる
《聖ペテロとアンデレの召命》は，かつてローマ教皇ユリウス 3世のために
制作された作品だが，支払いのトラブルにより納品されないままになってい
たものが再利用された。背面中央には《竜を倒す聖ゲオルギウス》が制作さ
れる。聖堂改修に際して，ヴァザーリは聖堂の主礼拝堂の権利を獲得した。
祭壇画背面の主題選択は，主祭壇の奥に広がる空間を一家の礼拝堂として利
用する意図を反映したものであろう。祭壇画背面の主パネルに描かれた聖ゲ
オルギウスは言うまでもなくヴァザーリの守護聖人であり，それ以外にも一
族の肖像を描いたパネルなども祭壇画背面に設置された。さらに，祭壇画奥
の内陣席に囲まれた部分の床面には一族の墓が設置され，祭壇画の正面・背
面の双方に祭壇が設けられた。つまり，両面祭壇画を境として，聖堂の後陣
と呼びうる主祭壇の奥は，独立した礼拝堂空間として完結しているのであ
る。この礼拝堂空間は，ヴァザーリ家の家族礼拝堂であると同時に，聖堂全
体のなかでも特定の役割を付与されたようである。サンタ・マリア・ノヴェ
図16　 ジョルジョ・ヴァザーリ，ピエーヴェ聖
堂祭壇画，アレッツォ，サンテ・フロー
ラ・エ・ルチッラ（バディア）聖堂
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ッラ聖堂の場合とは異なり，ピエーヴェ聖堂は修道院付属聖堂ではなかった
が，ヴァザーリは両面祭壇画が「女性を男性から隔てつつ，信徒に聖体拝領
を行うために役に立つ」と述べているのである48）。典礼における男女の別
という興味深いテーマについて本稿で論じる準備はないが，ヴァザーリがピ
エーヴェ聖堂において，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂タイプの両面祭壇
画を，異なる性格を持つ二つの空間を作り出すための装置として設定したこ
とを強調したい。
ボスコマレンゴのサンタ・クローチェ聖堂は，教皇ピウス 5世の命によっ
て，1566年から1572年に，ドメニコ会修道院付属聖堂として建立された。ヴ
ァザーリは教皇から直接の命を受け，主祭壇を飾る祭壇画の構想を1566年に
開始した。聖堂自体はヴァザーリの設計ではなかったが，既存の装飾に影響
を受けずに新規の祭壇画制作を行うことができる数少ない機会となった。制
作はフィレンツェで行われ，1570年には完成した作品がボスコマレンゴに送
図17　 サンタ・クローチェ聖堂（ボスコマレンゴ）祭壇画再構成図
　　　（SPANTIGATI­IENI 1985, p. 53, fig. 5）
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られる。祭壇画はここでもまた短辺を含む 4面に装飾を持つタイプのものだ
った（図17．現在は解体）49）。祭壇画の背面は，主祭壇の奥に設置された内
陣席に向けられ，祭壇の両脇には扉が設置された。祭壇画の正面の主画面と
しては《最後の審判》が，裏面には《殉教者聖ピエトロの死》が選ばれた。
祭壇画の背面は内陣席に座るドメニコ会修道士に向けられたものであり，修
道会により密接に関連する主題が選択されたのであろう。ここでもまた，ヴ
ァザーリは，表裏に異なる性質の空間の存在を前提として，祭壇画の制作を
行っている。
ボスコマレンゴの祭壇画の制作に関連してヴァザーリが残したいくつかの
書簡には，複雑な作品の形状を説明するために，ピエーヴェ聖堂の自身の作
品の他に，既存の幾つかの祭壇画が例としてあげられている。1567年 3 月15
日にフィレンツェのバルトロメオ・コンチーノに送られた書簡においては，
「セルヴィの教会〔アヌンツィアータ聖堂〕の主祭壇がそうであったよう
に， 4つの面をもった」祭壇画という表現をしている50）。ヴァザーリが過去
形で表現しているように，アヌンツィアータ聖堂の両面祭壇画は1540年代に
半ば解体され，既に20年ほどが経過していた。しかし，その間に『芸術家列
伝』の初版（1550年）を出版し，第 2版（1568年）を準備していたヴァザー
リにとって，同祭壇画のかつての記憶は鮮明に残っていたに違いない51）。
アレッツォやボスコマレンゴの祭壇画は，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖
堂における主祭壇周辺の再設定の意図をより明確なものとする。ボスコマレ
ンゴ祭壇画だけでなく，1560年代前半にピエーヴェ祭壇画を制作するにあた
っても，ヴァザーリはアヌンツィアータ聖堂の事例を念頭に置いていただろ
う。一方，二つの祭壇画の制作においてヴァザーリはサンタ・マリア・ノヴ
ェッラ祭壇画には言及していないが，この先例を意識していなかったことは
ありえない。特に，1566年に開始されたボスコマレンゴ祭壇画の初期の構想
は，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の主祭壇周辺の改装とほぼ同時に進め
られており，同じドメニコ会修道院付属の聖堂に設置されたことを反映して
図像内容でも共通点が多い。ヴァザーリは，空間を二分するための装置とい
う祭壇画の機能を検討するために，アヌンツィアータ聖堂の事例を参照した
が，祭壇画は既に当初の姿を留めていなかった。両面祭壇画の形状を検討す
るにあたっては，アヌンツィアータ祭壇画のモデルとなったサンタ・マリア
・ノヴェッラ祭壇画が先例を提供することになっただろう。16世後半に一般
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的となった聖堂空間の構成においては，主祭壇を境として，手前には会衆の
ための広大な空間が確保され，内陣席はその奥の空間が割り当てられること
になった。このように二分された空間構成において，主祭壇は両者に共通す
る典礼上の焦点を成すものであり，二つの空間が重なり合う場となった。ア
レッツォやボスコマレンゴにおいて，ヴァザーリは両面祭壇画という形式を
採用することで，主祭壇の持つ二重性を装飾の面からも満足させた。そし
て，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の改修にあたっては，同聖堂の祭壇画
にも一連の両面祭壇画と同様の機能を付与したのである。
結論
中世末からルネサンス期にかけて制作された両面祭壇画の作例は限られた
ものではあるが，その特異な形状は聖堂空間における機能と共に多くの研究
の対象となってきた。一方で，両面祭壇画の形状や機能は聖堂空間の改修や
典礼上の慣習の変化に伴い大きな改変にさらされ，当初のままに残された事
例は皆無に近い。本稿で検討した一連の作例において，作品の形状と機能は
相互に関係しつつも，時には独立した形で後続の作品へと継承されていっ
た。サンタ・マリア・ノヴェッラ祭壇画が両面祭壇画として制作された理由
は未だ明確ではないが， 4面に装飾を持つ独自の形状は，アヌンツィアータ
祭壇画という追随例を生んだ。極めて特殊なトリブーナ増築の問題を抱えた
アンツィアータ聖堂では，祭壇画は当初から表裏に異なる視線を前提として
制作されたが，その後，同祭壇画は聖体容器設置台としてさらなる改変を受
ける。改変後のアヌンツィアータ聖堂主祭壇周辺の設定は，サンタ・クロー
チェ聖堂（フィレンツェ）の改修などでも踏襲された。聖体容器は三次元の
構造物として，表面・裏面のいずれからも見られる性質のものであり，同時
に祭壇の両脇に設置された扉と共に後背部の内陣席を聖堂全体から隔離する
ものとなったのである。一方で，両面祭壇画が持ちうる空間分割の機能に着
目したヴァザーリは，彼の時代まで保存されていたサンタ・マリア・ノヴェ
ッラ祭壇画の形状を参照として，アレッツォとボスコマレンゴのための祭壇
画制作を行ったのだろう。そして，サンタ・マリア・ノヴェッラ聖堂の改修
においても，主祭壇を中心として二分された空間のなかに，既存の祭壇画を
組み込んだのである。アヌンツィアータ祭壇画が完成後わずか40年足らずの
うちに聖体容器設置台として改変・転用されたことからも明らかなように，
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サンタ・マリア・ノヴェッラ祭壇画が改修後の聖堂で利用され続けた理由と
して，作品が比較的新しいものであったという通説は誤りとは言えないまで
も事態を十分に説明するものではない。先駆的な形状を持つサンタ・マリア
・ノヴェッラ祭壇画は，16世紀後半の典礼上の要求と美的基準を満たすもの
として，新たな機能とともに内陣空間のなかに再設定されたのである。
〔付記〕
本研究の過程においては，慶應義塾大学の遠山公一教授から多岐に渡る意見を賜っ
たことを記し，感謝の意を表したい。本研究は，JSPS 科研費25770047（若手研究
（B）「対抗宗教改革期のフィレンツェにおける中世・ルネサンス美術の再設定」）の
助成を受けたものである。
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